
 

 

 

 

 

＜はじめに＞ 

お肉は、もともと「生き物」です。長い時間と手間をかけて育てられ、様々な場所を経由して、あなたは食べること

ができるのです。勝手にやってくるのではないのです。技術と共に命についてお肉を通して考えてね。 

 

１ 肉のパックの表示には情報がいっぱいある。読み取れる（わかる）ことを書いてみよう。 

２ 牛の耳についてる札番号（耳標）を調べるとわかることはなんでしょう？ 

 

   ◎個体識別番号等を使って、商品の流通を把握するしくみのことを トレーサビリティ という。 

３ 食品事故が発生したとき、食品トレーサビリティはどんな効果（良いところ）があるのか 

 

４ 冷蔵庫の（牛だった）お肉について、調べてみよう。 

個体識別番号検索サービスにアクセス →  個体識別番号            を入力  

 

５  このシステムを他の物に活かせないだろうか？あなたの考えや調べたことをまとめてみよう 

 

知って考える 「食品トレーサビリティ」 
氏名                   

例）お肉の部位（どこの部分か）  

 

 

 

 
 １ 牛が                    か。   ２  牛が                    か。 

 ３ 牛が                    か。   ４  牛を                    か。 

                

 

 

 

 

もし・・・食品事故が 

 

ができる。 

 


